
 

               

 

 

 

 
 

－脱炭素社会の実現に向けて－ 

汚泥の堆肥化に向けた実証実験の公募を開始します 

 
脱炭素社会の実現に向けて持続可能な廃棄物処理体制の構築を図り、サーキュラーエコノミ

ー（循環型経済）の形成を目的に、現在焼却処理をしている青岸汚泥再生処理センターから排

出される汚泥（し尿、浄化槽汚泥を脱水処理したもの）の一部を堆肥化し、その堆肥の有効性

を実証するとともに、リンなどの化学肥料に代わる良質な肥料として市内農地などへの還元や

遊休農地の再生を行うための実証実験を行います。 

ついては、この実証実験を実施する事業者を公募します。 

 

【目 的】 

廃棄物の再資源化による有効利用、二酸化炭素の排出削減 

遊休農地の再生と農地の拡大、化学肥料の抑制によるコスト削減 

 

【事業の流れ】 

１ 実施要領公表         令和５年４月２８日 

２ 参加資格確認申請書受付期間  令和５年５月１０日（水）～令和５年５月１７日（水） 

３ 企画提案書提出期間      令和５年６月５日(月)～令和５年６月９日(金) 

 

【予算額】 

 １０００万円以内（３００トンから５００トン程度） 
 

 

 

担 当 課 青岸清掃センター 

担 当 者 野上・丸井 

電    話 (073)428-4153 
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令和５年４月２６日 

汚泥の堆肥化

遊休農地の再生

循環型経済の形成

・有機質肥料製造

廃棄物発生

青岸汚泥再生処理センター

作物の地産地消

地域内消費

化学肥料使用削減


